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豚肉中心の沖縄の食文化を担いハム・ソーセージ製品，ベー
コン製品，畜肉缶詰の生産から開始した．米ホーメル・フ
ーズとの資本・技術提携により品質衛生管理の向上とスパ
ムの販売により事業拡大を果たす．現在は，レトルト食品
を商品に加え沖縄の食文化を創造している．

…………………………… 株式会社沖縄ホーメル

国産牛のと畜頭数は減少傾向にあり，供給水準は低いなが
らも輸出は大きく伸びている．輸入は伸びている中，今後
の豪州の生産は増加予測，一方，米国産の値下げは期待で
きない．本稿では，牛肉の国内供給，輸出入，海外事情等
について，データを中心に解説する．

  4旦　有孝
牛肉の国内供給と輸出入状況

2017年度工場等における環境問題対応に
関する調査結果

日本缶詰びん詰レトルト食品協会は，第2次業界環境自主
行動計画を策定している．本稿は，計画のフォローアップ
の一環として会員企業を対象に実施した調査結果の紹介．
調査内容は，CO2排出抑制のための取り組み（数値目標，
目標達成のための取り組み，対策事例等），CO2排出実績，
排出増減要因など．
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本の話
黒川勇人
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庶民の暮らしは激しく変わる．昔，台所には「缶切り」が
あった．今は，あっても子供は使い方を知らない．物は博
物館に残っても，それを使う生活感覚は伝わらない．日常
生活を書き留めておかないと，やがて，もうわからなくな
る．実例を入れつつ，自分史の残し方を伝えてみたい．
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琴川渉捕物控（全11回）
　最終回　企業史の断片
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